
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)米国商務省資料より作成。 

    米国経済の景気動向を非製造業の景況で見ると、金利引き上げの影響が少しずつ及んで 

おり、緩やかな減速動向となっている。新規受注の水準も依然プラス動向にあるものの 

徐々に落ち着きを見せ始めている。この結果、需給関係の逼迫も緩んできており、入庫遅 

延や仕入れ価格の上昇圧力も鈍化傾向となっている。このため、12 月の FOMC では従来 

の様な引き締めスタンスの見直しが議論される方向にある。但し、金融引き締め政策自体 

の見直しが行われる可能性は弱く、引き続き金利は高い水準で推移すると見込まれる。 
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